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鋼矢板における顕著な腐食部の位置と必要

部材厚が確保されている範囲を確認した後、

超高圧ウオータージェットを使用して、健

全な鋼材面を均一に露出させ、腐食部を跨

ぐ形で補強板（平鋼）を溶接接合する。

補強矢板工法（当初計画）
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【実施計画（工事実施時）】

工事実施時に鋼矢板護岸の腐食厚を確認し、補修

必要範囲をコンクリートパネル補修工法で施工
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鋼矢板 ⅡA型　t=9.2mm  L=8.00m

▽　計画河床高

▽据付天端高　EL(-)1.65

常時水位　MWL(-)2.40

8,500

8,300

防食処理

平面図

プ レ キ ャス ト パネ ル

DL=-5.00

防食処理工

第3-2種護岸工

As As
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標準断面図　S=1:200

【本所排水路 標準断面図】

笠コンクリート既設鋼矢板

プレキャストパネル

(被覆コンクリート)

コンクリートパネル補修工法鋼矢板護岸の腐食状況

コンクリートパネル補修工法（変更）
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